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明日からの運動の推進へ力強い挨拶をする前田委員長 

交通基本法の早期制定・春季生活闘争等が議論された 

本部は春闘に向けた要求集約を提起、 
各地本・総支部の出席者と確認した 

なぞなぞ １．ふるくなるほど わかくなるものって なあに？　２．はいると からだが あたたかくなる たてものって？　３．はられるのに きられたがっている ものって なあに？ 

 

　
二
〇
一
二
年
一
月
一
〇
日
（
火
）
、
「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
結
成
二
〇
年
」
「
二
〇
一
二
年
安
全
を
誓
い
前
進
を
期
す
る
集
い
」
が
開

催
さ
れ
た
。
集
い
で
は
、
「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
二
〇
年
の
軌
跡
」
の
ス
ラ
イ
ド
が
上
映
さ
れ
、
組
合
の
歴
史
と
と
も
に
、
「
組
合
活

動
の
意
義
」
や
「
組
合
を
支
え
発
展
さ
せ
て
き
た
”ひ
と
た
ち
“」
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
参
加
し
た
組
合
員
は
、

活
動
の
礎
を
作
り
上
げ
て
き
た
諸
先
輩
の
意
志
を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
改
め
て
「
福
知
山
線
列
車
事
故
」
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
「
永
遠
の
課
題
」
と
し
て
深
く
胸
に
刻
み
、
日
々
の
研
鑽
に
努
め
、
「
安
全
最
優
先
の
風
土
を
全
組

合
員
で
作
り
上
げ
て
い
く
」
こ
と
を
誓
っ
た
。 

 

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
が
結
成
二
〇

年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
運
動
に
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
頂
い
た

多
く
の
皆
様
に
、
感
謝
を
表

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
結
成
当
時
、
組
織
率
七
六

％
の
組
織
率
が
九
二
％
ま
で

大
き
く
躍
進
で
き
た
の
も
諸

先
輩
の
皆
様
の
お
陰
で
あ
り
、

あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

　
昨
年
は
、
米
子
の
豪
雪
で

年
が
明
け
、
東
日
本
大
震
災
、

和
歌
山
地
区
の
台
風
直
撃
な

ど
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様

に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

　
震
災
の
影
響
で
、
電
車
の

カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
シ
が
入
手
困

難
と
な
り
、
列
車
の
間
引
き

も
行
い
ま
し
た
が
、
国
会
議

員
の
皆
様
の
協
力
も
あ
り
、

一
週
間
足
ら
ず
で
元
の
ダ
イ

ヤ
に
も
ど
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
昨
年
は
二
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
順
調

に
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
更

に
大
き
く
育
て
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
グ
ル
ー
プ
の
皆
様
に

支
援
を
頂
き
な
が
ら
、
働
く

我
々
も
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー

ト
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
安
全
に
つ
い
て
は
、「
福

知
山
線
列
車
事
故
や
伯
備
線

触
車
事
故
を
繰
り
返
し
て
は

な
ら
な
い
」「
安
全
最
優
先

の
風
土
を
全
組
合
員
で
作
り

上
げ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
」。
こ
れ
は
、
永
遠
の

課
題
で
す
。
全
社
員
に
よ
る

日
々
の
自
己
研
鑽
と
と
も
に
、

事
故
を
如
何
に
未
然
に
防
ぐ

か
と
い
う
事
も
含
め
て
、
安

全
で
安
定
し
た
Ｊ
Ｒ
西
日
本

を
作
っ
て
い
く
こ
と
以
外
に

あ
り
ま
せ
ん
。 

　
二
〇
一
二
年
春
季
生
活
改

善
闘
争
に
お
い
て
は
、
公
正

な
成
果
配
分
を
求
め
て

い
き
ま
す
！
　
会
社
は

発
足
二
十
五
年
、
組
合

は
結
成
二
十
年
を
迎
え
、

今
年
は
節
目
の
年
と
な
り
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一
体

と
な
っ
て
、
賃
金
・
労
働
条

件
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い
く

事
を
運
動
の
柱
と
し
た
い
と

考
え
ま
す
。 

　
中
央
本
部
は
、
二
〇
一
二
年

一
月
一
〇
日
（
火
）
に
大
阪
市

内
の
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、「
Ｊ

Ｒ
西
労
組
結
成
二
〇
年
」「
二

〇
一
二
年
安
全
を
誓
い
前
進
を

期
す
る
集
い
」
を
開
催
し
た
。

会
場
に
は
各
地
方
本
部
、
総
支

部
の
組
合
員
、
来
賓
を
合
わ
せ

て
、
約
三
三
〇
名
が
出
席
し
た
。 

　
一
九
九
一
年
に
Ｊ
Ｒ
西
労
組

が
誕
生
し
て
、
昨
年
末
の
十
二

月
六
日
で
二
〇
年
を
迎
え
た
。

そ
の
こ
と
を
記
念
し
て
「
Ｊ
Ｒ

西
労
組
二
〇
年
の
軌
跡
」
が
ス

ラ
イ
ド
放
映
さ
れ
た
。 

　
参
加
し
た
組
合
員
は
、
組
合

活
動
に
責
任
と
や
り
が
い
を
持

っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
諸
先
輩

の
姿
に
、
運
動
の
礎
の
強
固
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

の
意
志
を
引
き
継
ぎ
、
自
信
と

確
信
を
持
っ
て
、
明
日
か
ら
の

Ｊ
Ｒ
西
労
組
運
動
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認

し
た
。 

　
続
い
て
「
二
〇
一
二
年
安
全

を
誓
い
前
進
を
期
す
る
集
い
」

が
開
催
さ
れ
た
。
冒
頭
、
前
田

中
央
執
行
委
員
長
か
ら
、
二
〇

年
を
迎
え
た
今
日
ま
で
の
運
動

に
、
尽
力
・
理
解
・
協
力
を
賜

わ
っ
た
皆
様
へ
の
感
謝
と
、
明

日
か
ら
の
運
動
の
推
進
に
つ
い

て
、
力
強
い
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

　
ま
た
、
多
く
の
来
賓
か
ら
、

激
励
と
連
帯
の
こ
と
ば
を
賜
り
。

出
席
者
全
員
で
、
安
全
の
確
立

を
含
め
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
責
任
あ

る
組
合
と
し
て
社
会
的
な
使
命

を
し
っ
か
り
果
し
て
い
く
旨
を

確
認
し
閉
会
し
た
。 

　
昨
年
末
の
十
二
月
一
日
（
木
）

十
三
時
三
〇
分
か
ら
大
阪
弥
生

会
館
に
於
い
て
、
第
一
回
政
策

委
員
会
を
開
催
し
た
。
座
長
に

前
田
委
員
長
を
選
出
。 

　
今
年
の
京
都
駅
ビ
ル
大
階
段

駈
け
上
が
り
大
会
は
十
五
回
の

記
念
大
会
と
な
る
。
毎
年
の
大

会
で
ご
協
力
を
賜
っ
て
い
る
紀

伊
勝
浦
観
光
協
会
は
、
台
風
十

二
号
の
豪
雨
に
よ
り
大
き
な
被

害
を
受
け
た
。
私
た
ち
も
全
力

で
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。 

　
ま
た
、
交
通
基
本
法
の
早
期

制
定
、
二
〇
一
二
春
季
生
活
闘

争
等
に
つ
い
て
挨
拶
が
あ
り
、

議
事
に
入
っ
た
。 

　
議
事
で
は
、
①
「
政
策
ビ
ジ

ョ
ン
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
四
」

の
具
現
化
の
取
り
組
み
②
持

続
可
能
な
交
通
体
系
の
形
成
を

目
指
す
取
り
組
み
③
「
ポ
ス
ト

安
全
基
本
計
画
」
に
向
け
、
安

全
対
策
の
検
証
、
提
言
活
動
の

取
り
組
み
④
Ｊ
Ｒ
連
合
が
取

り
組
む
政
策
活
動
や
国
政
に
関

わ
る
政
策
課
題
実
現
の
取
り
組

み
等
を
中
心
に
議
論
を
進
め
る

こ
と
を
確
認
し
閉
会
し
た
。 

　
第
一
回
政
策
委
員
会
終
了
後
、

同
日
、
同
会
場
で
、
第
一
回
賃

金
対
策
委
員
会
を
開
催
し
た
。

①
昨
年
の
二
〇
一
一
春
季
生
活

闘
争
の
総
括
②
第
十
六
回
賃

金
実
態
等
調
査
の
要
旨
③
二

〇
一
二
春
季
生
活
闘
争
に
向
け

た
要
求
集
約
④
平
成
二
十
三

年
度
第
２
四
半
期
決
算
等
に
つ

い
て
⑤
二
〇
一
二
春
季
生
活
闘

争
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
執
行

部
サ
イ
ド
か
ら
提
起
及
び
説
明

を
行
い
、
今
春
闘
も
「
賃
金
は

最
大
の
労
働
条
件
」
を
基
本
に
、

公
正
な
成
果
配
分
を
求
め
る
こ

と
を
各
地
本
・
総
支
部
の
出
席

者
と
確
認
し
て
閉
会
し
た
。 

　
二
〇
一
二
春
闘
に
向
け
全
組

合
員
の
総
団
結
を
要
請
す
る
。 

日　時 
受　付 
開催時間 
参加チーム 
場　所 

2012年2月18日（土） 
9時30分 
10時～16時 
100チーム 
京都駅ビル 4階室町小路一帯 
 

「
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
」
な
ど
４
議
事
推
進
を
確
認
 

今
春
闘
も
「
賃
金
は
最
大
の
労
働
条
件
」
が
基
本
 

「
第
１
回
政
策
委
員
会
」・「
第
１
回
賃
金
対
策
委
員
会
」
を
開
催
 

先
輩
の
意
志
を
引
き
継
ぎ
 
 

　
　
　
 
　
運
動
の
推
進
を
誓
う
 

 

２０１２年安全を誓い前進を期する集いを開催 ２０１２年安全を誓い前進を期する集いを開催 ２０１２年安全を誓い前進を期する集いを開催 
ＪＲ西労組結成２０年 ＪＲ西労組結成２０年 ＪＲ西労組結成２０年 

「
第
１５
回
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
ビ
ル
大
階
段
駈
け
上
が
り
大
会
」
を
成
功
さ
せ
よ
う
！ 

2
0
1
2
春
季
生
活
闘
争
勝
利 

総
合
生
活
改
善
・
安
全
文
化
づ
く
り 

働
く
仲
間
の
生
活
安
定
へ 

全
て
の
職
場
か
ら 

皆
ん
な
で
春
闘
を
作
り
上
げ
よ
う 

西
か
ら
元
気
を
駈
け
上
が
れ 

東
日
本
へ
元
気
を
つ
な
ぐ 

絆
の
大
会
へ 

 

前
田
中
央
執
行
委
員
長
挨
拶
要
旨

前
田
中
央
執
行
委
員
長
挨
拶
要
旨
 

前
田
中
央
執
行
委
員
長
挨
拶
要
旨

前
田
中
央
執
行
委
員
長
挨
拶
要
旨
 

前
田
中
央
執
行
委
員
長
挨
拶
要
旨
 

「
安
全
最
優
先
の
風
土
作
り
」
は
永
遠
の
課
題
 


